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今回の寄席イベントは「川越じんざい寄席」と銘打ち、当組合が

人材育成を目的に協働する「川越地域中核人材育成推進協議会

（川越商工会議所内）」による主催イベントです。

2009年に設立された同協議会が今年10周年を迎えるに当たり、

記念式典として企画されました。同協議会は埼玉県内の中小企業が業種の垣根を

超えて集い、従業員の視野と人脈を広げるとともに経営の座学・実学を学び直すこと

（人材育成）を目的に設立されました。 →「川越推進協」で検索

現在、同協議会の下部組織「中堅社員懇談会」では20代、30代の若手社員が中心

となって交流イベントを企画し、リタネッツが後援（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）という形で記念式典の企

画を進めています。「川越じんざい寄席」の企画・運営も協議会の目的である人材育

成の一環です。

今回、当組合が協働を決断するに至ったのは、イベントの企画・開催を通じて、人

材育成を行うことができる点です。普段、社内で限られたメンバーと共に定例業務を

行うだけでは体験することができない、他社の人材との交流という刺激が若手社員

にとっていままでにない気付きにつながると考えているからです。

また、同協議会は「川越…」とありますが、川越エリアに限らず、埼玉県内の広範な

エリアから異業種の人材が集まっていることも特長です。「川越じんざい寄席」には当

組合の若手スタッフも大宮エリアから参画しており、業種やエリアの垣根を超えた交

流が刺激になっています。

そこで、リタネッツ組合員の皆様には是非、2点、お伝えしたいと思います。

（１）川越じんざい寄席で落語を愉しんで頂く事

（２）従業員の人材育成のひとつとして同協議会に参画頂く事

特に（２）人材育成において、同協議会では今後も中小企業向けのイベントを企画

して行く予定です。その企画・運営を通じて、社外の同世代の若手従業員同士が刺

激しながら、試行錯誤しながらもイベントを成功させていくプロセスから気付きを得る

こと、さらにその気付きを自社に持ち帰り、自社内で自発的・主体的な仕事ができる

ようになっていくことを期待しています。

ご当地の強み（地域特性）を活かした事業活動を行う場合、国・都道府県に計画

を申請し、承認されることで補助金・優遇税制（機械・装置等特別償却40％、税額

控除4％／建物等特別償却20％、税額控除2％）金融支援など、幅広い支援を受

けることができる制度です。

通常、機械設備が優遇税制の対象となりますが、本事業計画では建物部分も条

件に応じて優遇税制の対象となりますので、今後設備・建物の新設・増設をご検討

の場合は、「地域経済牽引事業計画」の活用をご検討下さい。

今回、当組合では北海道エリア（飲料メーカー）において

地域経済牽引事業計画が承認され、優遇税制（法人税・

固定資産税・不動産取得税）の適用が可能となりました。

補助金・優遇税制の活用はリタネッツまでお問い合わせ下さい。

今年もやります！寄席イベント 「川越じんざい寄席」

「地域経済牽引事業計画」が承認されました！

現在、後継ぎ不在を理由に「黒字である」にも関わらず休廃業・解散する企業数

が急増し、その数は倒産件数の3.3倍に上っています。また、後継ぎ不在の状況は

深刻化し、10年後には70歳以上の経営者が245万となり、うち約127万人が後継ぎ

不足となることが予想されています。

そこで、リタネッツではこのような状況の中、組合員の皆様がスムースな事業承

継・M&Aを行うための判断材料となるよう専門家による「旬な後継ぎ探し情報」を

定期的にお届けして参ります。「いま、自社の価値は幾らなのか？」「ウチの会社に

興味を持つ相手はいるのか？」など、事業承継における

気になる事はリタネッツまでご相談下さい。

スムースな事業承継・M&Aに向けて「バトンズ」と連携！

寄席イベントでは、同協議会の若手従業員たちが楽しげに運営していく様子をご

覧頂き、『ウチの会社からも人材を出したい！』と思って頂くことができれば嬉しい

です。

さて、今年の寄席イベント「川越じんざい寄席」は、8月2日（金）川越で開催しま

す。詳細は別紙「川越じんざい寄席」チラシをご覧のうえ、お申込み下さい。冷たい

ビールと共に大笑いで皆様をお待ちしております。






